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をつくり,残 りの 1/6とで 1と1/6を表 し
たりしていった｡
4 研究の成果と今後の課題
パターンブロックのパーツには正六角形の
1/6にあたる正三角形,1/3にあたるひ し
形,1/2にあたる台形がある｡本時は正六角
形と正三角形を用いた｡正六角形 1つ (1点)
正三角形6つ (1/6点×6)を配布 してジャン
ケンゲームをした結果を得点化することにより,
子どもは 1/6をもとにして得点を分数で表す
ことができた｡
･分数を使 う必要感のもちやすさ
･単位分数の考えの活用のしやすさ
･操作のしやすさ
ともにパターンブロックは有効であったと考え
ている｡
得点を考える際に真分数から取り上げること
により単位分数の考えをもとに無理なく1をこ
える分数の表 し方とその意味に気づくことがで
きたと考えている｡また,パターンブロックを
並べながら得点を考えさせることにより,正三
角形を6つ集めやすくなり,帯分数の表し方が
多くみられた｡
パターンブロックを用いた本研究での算数的
活動の工夫は有効であったと考えている｡
今回の指導計画は,旧カリキュラムによるも
のであるので今後は,新カリキュラムによるパ
ターンブロックの活用法を考えていきたいo
(平成 14年 5月9日受理)
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